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１．日本パウダーコーティング協同組合の概要

≒１％
≒３０％

（７％）
カバー率

６社４７社１０４社

製品メーカー

＊粉体塗装製品

粉体塗装専業者

（溶剤含む塗装専業者中）

組合員
（塗装業者中心に、塗
料メーカー、機器メー
カー等にて構成）

粉体塗装ライン（日本全体で1000ライン弱）の大半が製品メー
カーのラインで、自動化、無人化が図られると共に、
環境対応策も整備されている
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２．ＶＯＣ排出施設の概要

• ２．１ 静電塗装の場合（連続式）
粉体塗装ブース 焼付乾燥炉

VOC 0ppm VOC≒5ppm

VOC≒50ppm

設置率≒１０％

脱臭装置
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２．ＶＯＣ排出施設の概要
２．２ 流動浸漬の場合（バッチ式）

予熱炉
後加熱

空気

流浸槽

ＶＯＣ
ゼロ

ＶＯＣ
≒ゼロ
~10ppm

ＶＯＣ
≒ゼロ
~10ppm
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２．ＶＯＣ排出施設の概要

２．３ 製品別の粉体塗装シェア

（粉体化が進んでいる製品）

• 粉体塗装 ５０％以上

ガードレール、フェンス、鋳鉄管

照明器具、室外機、自販機、

レンジフード

• 粉体塗装 ２０％～５０％

アルミホイール、配電盤、鋼製家具
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３．ＶＯＣ排出施設数

≒１００流動浸漬ライン

≒８００静電塗装ライン

日本全体で塗装に関わる事業者≒3～５万箇所
工業用ライン（自動車補修除く）として塗装に関わる事業者
≒1万箇所
工業用の

塗装ラインとして全体の≒１０％が粉体ライン
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４．ＶＯＣ排出の形態

• ４．１塗装ブース

排気ダクト
屋内、屋外半々
本数：1～5本
風量：５０～３００m3/min
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４．ＶＯＣ排出の形態

• ４．２ 焼付乾燥炉
排気ダクト
（自然排気）
（排風機なし）

脱臭装置（燃焼式）
（全体の≒１０％）

ダクト本数 １本 ４０％（小型）
２本以上 ６０％（中大型）
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５．VOCの排出実態

• 粉体塗装ではVOCは殆ど発生しないが、同
規模の溶剤塗装では、どの程度発生してた
かを標準ラインにて検証する。

基準（次ページフロー）

被塗物：１ｍ角程度の金属製品

ラインスピード：２ｍ/min
塗装面積：2万m2/月
塗装：メラミン焼付１コート ２５μ
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工業塗装の環境負荷一覧

C/S＝2[m/min]

前処理
脱脂＋ﾘﾝ酸亜鉛＋給水ﾐｽﾄ

水 [200m3/月]

電気 [7160kw/月]

LPG [24000kg/月]

廃

水

産

廃

水切炉
120℃×10分

塗料調
合

焼付炉
140℃×20分

剥 離

大
気
汚
染

物
質

脱脂・化成液ﾐｽﾄ蒸気
200万[m３／月]

塗装条件 ；メラミン １コート25μ ／ 上塗り
15μ

有機溶剤蒸気・ﾓﾉﾏ
ｰ・排ガス（ＣＯ２

、ＮＯＸ、ＳＯＸ）
20万[m３／月]

有機溶剤蒸気・ﾓ
ﾉﾏｰ・塗料ﾐｽﾄ、ﾀ
ﾞｽﾄ・塗料粉塵

10万[m３／月]

被塗物：金属製品
寸法：600L×900W×1200H
塗装面積：200[m2/hr]

（20000 m2/月）

有機溶剤蒸気・
ﾓﾉﾏｰ

1000万[m３／月]

ｾｯﾃｨﾝｸ
ﾞ

有機溶剤蒸気・ﾓﾉﾏ
ｰ・排ガス（ＣＯ２

、ＮＯＸ、ＳＯＸ）
10万[m３／月]

有機溶剤蒸気・ﾓﾉﾏ
ｰ・排ガス（ＣＯ２

、ＮＯＸ、ＳＯＸ）
32万[m３／月]

研磨粉
1万[m３／月]

有機溶剤蒸気（ﾒﾁｸ
ﾛ）・排ガス（ＣＯ

２、ＮＯＸ、ＳＯＸ）
4万[m３／月]

前処理廃水：176[m3/月]
ｲｵﾝ交換廃水： 20[m3/月]
ﾎﾞｲﾗｰﾌﾞﾛｰ水： 22[m3/月]

化成ｽﾗｯｼﾞ・一般塵芥
・廃容器

4[m3/月]

容器洗浄廃液
・廃塗料

1[m3/月]

廃缶・廃容器・
ダンボール・廃塗料

0.5[m3/月]

塗料ｶｽ、ｽﾗｯｼﾞ・塗料ﾐｽﾄ・廃ﾌｨﾙﾀｰ
・凝集沈殿汚泥・消耗品・雑材

0.5[m3/月]

廃ﾍﾟｰﾊﾟｰ
・研磨粉
0.1[m3/月]

ﾌﾞﾗｽ廃粉・剥離塗
膜ｶｽ・剥離剤廃液
・加熱分解ｶｽ

1[m3/月]脱脂廃油・切り粉・
液状廃棄物

3[m3/月]

ﾌﾞｰｽ廃水・
塗装機洗浄廃水

5[m3/月]

剥離塗膜洗浄水
5[m3/月]

水研ぎ廃水
2[m3/月]

検
査

出荷

再塗装

廃水処理

スラッジ
3[m3/月]

ボイラー 純水装
置

研
磨

100ppm 1000ppm 2000ppm100ppmVOC
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５．ＶＯＣの排出実態

• ５．１塗装ブース(3万ｍ２/月のラインとして）

水洗スクラバーバッグフィルターミスト処理

6本３～４本ダクト本数

≒１００≒０ppmVOC濃度

≒１０００２００m3/min排風量

溶剤ライン粉体ライン

給気
ＦＡＮ

排気F排気
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５．ＶＯＣの排出実態

• ５．２ 焼付乾燥炉（粉体炉と溶剤炉）

粉体
排気量 ２０ Nｍ３/分
温度 180 ℃
濃度 ５０ ｐｐｍ以下
本数 ２ 本

（溶剤）
（４０）
（１４０）
（２０００）
（３）

VOC
触媒等の分解物（炭化水素）

（VOC）
（キシレン等の塗料中の混合物）



2004/10/7 13

６．裾切りの指標
６．１ 塗装ブース（溶剤型塗料の）外形基準

ラインの規模を表すものとして

排気容量（新幹線、建機等大風量低濃度

連続コンベア物は低風量高濃度）

塗装ブース容積、コンベアスピード

等あるが、ＶＯＣ量との相関はない。

ＶＯＣと相関するものは塗装機の吐出量（塗装能
力）がある。

あえて外形基準とする場合は業種別にVOCの
使用量に応じた数値設定をする。
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６．裾切りの指標

• ６．２ 焼付乾燥炉
• 排気は自然排気が多く、ファン設置は少ない
装置として共通のものは

１．乾燥炉容積（被塗物の寸法と相関）

２．バーナー容量（被塗物の重量と相関）

３．循環ファン（乾燥炉容積と相関）

等あるが、ＶＯＣとの相関は無い
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７．ＶＯＣ排出抑制対策

７．１塗装ブースに対しする処理装置

• 風量が１５０～５０００m3/minであり、燃焼法
はランニングコストを考慮すると、風量の少な
い場合の蓄熱式の可能性はあるが、ランニン
グコストが高すぎて成立しない。（廃熱利用先
があるか否かも問題）

• 吸着方式も風量そのままだと、排気量１５０
m3/minでも2000万円近くなり成立せず、濃縮
式で濃縮し風量を減じた後に処理するしかな
いが濃縮装置に同等の費用を要する。
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７・２ VOC排出抑制対策
焼付乾燥炉に対す
る直燃式処理装置

• 風量が（１０～２００
m3/min)が一般的であり、
燃焼方式が適用できる。

• 直接燃焼式の本体価格
を右に示す。工事費は本
体の3割が目安。

3,700200

2,500150

1,700100

1,00050

70030

60020

45010

定価（万円）
処理量
Nm3/min
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８．VOC対策のコスト
• 事例]最も多い工業用ライン
• 2万m2/月のライン（平均的な塗装ライン）
• （２m/min連続コンベア）

130万円/月
30万円/月
（熱回収）

100万円/月ランニング

1.3億円1000万円12000万円イニシャル

合計
乾燥炉

4０m3/分
塗装ブース

１０００m3/分
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８・２ ＶＯＣ排出抑制対策費用

粉体化VOC処理装置２万ｍ２ライン

５０００万円13,０００万円初期投資

＊メンテ費用も
低減

60%アップ無処理時の塗装費

200円/m2

≒２００円/ｍ２≒３２０円/ｍ２４０μ塗装として

４０円/ｍ２
（償却代）

１２０円/ｍ２
（償却代＋維持費）

コストアップ

（対策による）

０１3０万円/月維持費

溶剤ラインにVOC処理装置設置と粉体化のコスト比較
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９．自主的取組

９．１ 排ガス処理装置（脱臭装置）

粉体の場合でも悪臭防止を目的として

乾燥炉に燃焼式の処理装置を設置

率 約１０％

９．２ 粉体塗装の啓蒙

業界としては、ＶＯＣの根本的対策となる
粉体塗装化の具体的事例にて塗料メーカー

、機器メーカーと共に、啓蒙活動を展開中
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９．自主的取組

９．３ 従来の粉体塗装の課題が大幅に改善

１．微粒子粉体による外観向上

２．小口調色による多色対応

３．少量短納期の供給体制

４．各種色替ブースの開発

等々により技術的には溶剤型塗料の転換の可能
性が増大（残る課題は、設備投資の価格転化）
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１０．その他

• 塗装業界でのVOC処理装置の課題
1.塗装ブースに対して経済的に適応できる装置
がない。

２．経済的に成立するVOC処理方式の開発を
する必要がある。

３．次善の策として粉体、水性化の課題（外観、
コストアップ等）に官民全体でどうバックアップ
するのか。


